
提出課：

105

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 5 総務費 項 5 施設管理費 目 1

394

県支出金 その他 一般財源

50 50

消耗品費

　災害に備え災害対策用品購入のため（転倒防止ベルト、 50千円

突っ張り棒等）を購入する。 50,000円

款 5 総務費 項 5 施設管理費 目 1

396

県支出金 その他 一般財源

220 220

雨樋修繕

220千円

200,000円×1,1＝220,000円

令和６年第７回定例会

議案説明資料

健康推進課

議案番号 令和６年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第3号）

一般管理費

事業番号 事業名 名和診療所

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

国庫支出金 地方債

31,001

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

需用費

　消耗品費

一般管理費

事業番号 事業名 大山口診療所

国庫支出金 地方債

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

59,117

　雨樋の詰まりやコーキング劣化により施設内に雨漏りが生
じているため、雨樋を修繕する。

需用費

　修繕料



提出課：

105

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 5 総務費 項 5 施設管理費 目 1

395

県支出金 その他 一般財源

5,434 334

空調設備更新工事設計業務委託料

　老朽化により修繕がきかない大山診療所の空調設備の 5,434千円

更新を行うための設計業務を委託する。

　4,940,000円×1.1＝5,434,000円

令和６年第７回定例会

議案説明資料

健康推進課

議案番号 令和６年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第3号）

一般管理費

事業番号 事業名 大山診療所

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

43,273 5,100

委託料

　委託料



提出課：

105

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 医業費 項 5 医業費 目 1

398

県支出金 その他 一般財源

1,713 1,640 73

電子処方箋管理サービス導入業務委託料

1,713千円

支出見込額 　既予算額

　253,000円－80,000円＝ 173,000円

電子カルテシステム導入委託料

電子カルテシステム（ハードウェア・ソフトウェア）2台分

　1,400,000円×1.1＝1,540,000円

令和６年第７回定例会

議案説明資料

健康推進課

議案番号 令和６年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第3号）

医業費

事業番号 事業名 名和診療所

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

23,672

　今年度導入予定の電子処方箋導入費用の変更に伴い、補正す
る。医師は「電子処方箋管理サービス」を利用して過去の処方・調
剤情報を参考に処方内容を決定・登録する。薬局薬剤師は処方情
報を「電子処方箋管理サービス」からダウンロードして調剤する。重
複投薬、併用禁忌を防止し、安全で質の高い診察・処方が可能と
なる。

委託料

　委託料

　電子カルテを昨年度、導入し、運用している。
　現在、受付に1台、看護師用に1台、診察用に1台設置している
が、複数人で1台を使用しているため、業務の同時進行ができず、
業務が滞りがちになっている。
　そのため、患者の待ち時間が長くなったり、業務がひっ迫し、医療
ミスにつながることが懸念される。
　業務の効率化及び患者待ち時間の適正化のため電子カルテシス
テム2台を追加で導入する。



提出課：

105

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 医業費 項 5 医業費 目 1

399

県支出金 その他 一般財源

1,655 1,624 31

電子処方箋管理サービス導入業務委託料

1,655千円

支出見込額 　既予算額

　275,000円－160,000円＝ 115,000円

電子カルテシステム導入委託料

電子カルテシステム（ハードウェア・ソフトウェア）2台分

　1,400,000円×1.1＝1,540,000円

令和６年第７回定例会

議案説明資料

健康推進課

議案番号 令和６年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第3号）

医業費

事業番号 事業名 大山口診療所

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

50,588

　今年度導入予定の電子処方箋導入費用の変更に伴い、補正す
る。医師は「電子処方箋管理サービス」を利用して過去の処方・調
剤情報を参考に処方内容を決定・登録する。薬局薬剤師は処方情
報を「電子処方箋管理サービス」からダウンロードして調剤する。重
複投薬、併用禁忌を防止し、安全で質の高い診察・処方が可能と
なる。

委託料

　委託料

　電子カルテを昨年度、導入し、運用している。
　現在、受付に1台、看護師用に1台、診察用に1台設置している
が、複数人で1台を使用しているため、業務の同時進行ができず、
業務が滞りがちになっている。
　そのため、患者の待ち時間が長くなったり、業務がひっ迫し、医療
ミスにつながることが懸念される。
　業務の効率化及び患者待ち時間の適正化のため電子カルテシス
テム2台を追加で導入する。



提出課：

105

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 医業費 項 5 医業費 目 1

548

県支出金 その他 一般財源

2,412 1,840 572

電子処方箋管理サービス導入業務委託料

1,713千円

支出見込額 　既予算額 699千円

　253,000円－80,000円＝ 173,000円

電子カルテシステム導入委託料

電子カルテシステム（ハードウェア・ソフトウェア）2台分

　1,400,000円×1.1＝　1,540,000円

ホルター心電図購入

698,500円

令和６年第７回定例会

議案説明資料

健康推進課

議案番号 令和６年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第3号）

医業費

事業番号 事業名 大山診療所

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

国庫支出金 地方債

21,562

委託料

　委託料

備品購入費

　備品購入費

　電子カルテを昨年度、導入し、運用している。
　現在、受付に1台、看護師用に1台、診察用に1台設置しているが、複数
人で1台を使用しているため、業務の同時進行ができず、業務が滞りがち
になっている。
　そのため、患者の待ち時間が長くなったり、業務がひっ迫し、医療ミスに
つながることが懸念される。
　業務の効率化及び患者待ち時間の適正化のため電子カルテシステム2
台を追加で導入する。

　今年度導入予定の電子処方箋導入費用の変更に伴い、補正する。医師
は「電子処方箋管理サービス」を利用して過去の処方・調剤情報を参考に
処方内容を決定・登録する。薬局薬剤師は処方情報を「電子処方箋管理
サービス」からダウンロードして調剤する。重複投薬、併用禁忌を防止し、
安全で質の高い診察・処方が可能となる。

　ホルター心電図が故障し、耐用年数が経過しており、修理
不能のため更新する。


